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平成１８年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 及び 
札幌工場閉鎖のお知らせ 

平成 17 年７月 28 日 

 
会 社 名 株式会社サンエー化研             （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：4234） 

（ＵＲＬ    http://www.sun-a-kaken.co.jp） 

問 合 せ 先 代表者役職・氏名 代表取締役社長 山田次夫       ＴＥＬ：(03)-3258-3110 
        責任者役職・氏名 専務取締役   家島裕嵩 
  
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
     （主な内容） 
減価償却費は年度見込額のうち当四半期分を計上しております。 

     税金費用は当年度の見積実効税率に基づいて計上しております。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
 
２．平成 18年３月期第１四半期業績の概況（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 17年 6月 30日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１８年３月期第１四半期 7,994    4.1 476    1.9 495    2.7  297    2.8 

１７年３月期第１四半期 7,679    2.1 467     － 482     －  289     － 

(参考)17 年３月期 30,329    2.5 1,381    9.7 1,444    9.3  871    9.1 

 
 １株当たり四半期 

（当期）純利益 
潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

１８年３月期第１四半期 26    33 －  － 

１７年３月期第１四半期 28    30 －  － 

(参考)17 年３月期 81    55 －  － 

 (注)１．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。 
   ２．営業利益等は前第１四半期より開示を行っているため、前第１四半期における対前年
同四半期増減率は記載しておりません。 

     
〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕 
当第１四半期における国内経済は、原油価格の高止まりや素材価格の高騰など懸念材料はあり
ますが、円安による輸出産業の業績好転や設備投資の増加など緩やかながら回復基調にあると思
われます。当社グループにおきましては、液晶パネル業界の積極的な設備投資による生産量の増
加が、機能性材料部門の売上げを牽引しており、当第１四半期の業績は対前年同四半期増収増益
となりました。また、近年低迷しておりました軽包装材料部門においても、高付加価値製品の売
上げが順調に推移し、回復の兆しが見えてまいりました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 

株 主 資 本      
 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１８年３月期第１四半期末 33,171    15,791    47.6      1,395    83 

１７年３月期第１四半期末 28,705    13,816    48.1      1,349    44 

(参考)17 年３月期末 32,802    15,600    47.5      1,376    49 

 

 

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕 
当第１四半期において、財政状態に重要な影響を与えた事象はありません。 
 
３．札幌工場の閉鎖について 
当社は平成 14 年度から実施している「軽包装再構築プロジェクト」推進の一環として、収益

力が低下している軽包装部門の生産体制の効率化を図るため、来年３月を目処に同工場を閉鎖

し他工場へ集約することを、平成 17 年７月 25 日開催の当社取締役会において決議いたしまし

た。 

これにより、今期は固定資産除却損（約３千万円）、特別退職金（約７千万円）合計約１億

円の特別損失の発生が見込まれます。ただし、この影響額は限定的と考えておりますので、業

績予想の変更は致しておりません。 

 

 
【参 考】  

平成 18 年３月期の連結業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 

中間期 

通  期 

百万円

15,834     

33,000      

百万円

681     

1,600     

百万円

409     

960     

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 82 円 38 銭 

 
上記予想は本資料の作成時点において入手可能な情報に基づいて作成したものです。実際の業績

は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
 
〔業績予想に関する定性的情報等〕 

第１四半期の業績は予定通り推移しており、平成 17 年５月 23 日に公表しました業績予想に変更

はありません。 
以  上 
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〔添付資料〕 
 
１．要約連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

平成 18年３月期 
第１四半期末 

平成 17年３月期 
第１四半期末 

（参考） 
平成 17年３月期
末 科  目 

金  額 金  額 金  額 
（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

現金及び預金 5,508 4,194 6,378 

受取手形及び売掛金 10,564 10,479 10,003 

たな卸資産 3,982 3,373 3,780 

その他 291 292 255 

流動資産合計 20,346 18,340 20,417 

Ⅱ 固定資産    

有形固定資産 9,230 6,695 8,779 

無形固定資産 31 19 32 

投資その他の資産 3,562 3,649 3,572 

固定資産合計 12,824 10,364 12,385 

  資産合計 33,171 28,705 32,802 

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

    支払手形及び買掛金 6,996 6,368 6,501 

その他 6,647 5,646 6,709 

流動負債合計 13,643 12,015 13,211 

Ⅱ 固定負債    

 長期借入金 1,810 924 2,007 

 その他 1,812 1,832 1,867 

固定負債合計 3,623 2,757 3,875 

負債合計 17,266 14,772 17,086 

（少数株主持分）    

少数株主持分 113 116 114 

（資本の部）    

Ⅰ 資本金 2,176 1,599 2,176 

Ⅱ 資本剰余金 2,135 1,522 2,135 

Ⅲ 利益剰余金 10,802 10,101 10,611 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 682 649 682 

Ⅴ 自己株式 △4 △55 △4 

資本合計 15,791 13,816 15,600 

負債、少数株主持分及び資本合計 33,171 28,705 32,802 
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２．要約連結損益計算書 

（単位：百万円） 
平成 18年３月期 
第１四半期 

平成 17年３月期 
第１四半期 

（参考） 
平成 17年３月期 科  目 

金  額 金  額 金  額 
Ⅰ 売上高 7,994 7,679 30,329 

Ⅱ 売上原価 6,741 6,447 25,949 

売上総利益 1,252 1,231 4,380 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 775 764 2,998 

営業利益 476 467 1,381 

Ⅳ 営業外収益 50 43 171 

Ⅴ 営業外費用 31 27 108 

経常利益 495 482 1,444 

Ⅵ 特別利益 － － 23 

Ⅶ 特別損失 － － 41 

税金等調整前四半期（当期）純利益 495 482 1,426 

税金費用 198 193 556 

少数株主利益（控除） － 0 － 

少数株主損失（加算） 0 － 1 

四半期（当期）純利益 297 289 871 

 


